
で
修
正
を
求
め
る
意

一
=
ロ

見
が
心
件
あ
っ
た
が
、
今
回
は

7
件
に
減
っ
た
。
學
校
の
検

籍
果
を
壁
え
急
が
対
応

し
た
と
み
ら
れ
る
。
器
な
ど

を
含
め
る
と
今
回
の
検
定
意
見

は
計
1
8
4
件
だ
っ
た
。

覆
は
個
人
の
価
値
観
に
も

わ
り
、
"
の
よ
う
に
数

筈
会
井
が
編
集
し
た
原
^

料
学
省
が
審
査
す
る
制
度
。
①

小
昼
囲
や
表
現
は
適
切
か
ー

杢
査
し
、
合
格
し
な
い
と
教
科

の
検
定
は
、
謹
要
領
の
改
定

箸
「
特
別
の
教
科
道
徳
」
の

け
の
軽
書
が
対
象
。
少
子
校

要
領
の
実
施
が
迫
り
、
使
用

笛
請
し
な
か
っ
た
。

.

ナ

ム
,
力
さ

く
る
。
英
語
軽
で
は
、
と
う

し
た
実
用
的
な
英
証
男
の
育
成

に
関
わ
る
記
述
も
あ
っ
た
。

、

7
 
Ⅱ
 
0

゛

強
行
の
現
か
"

一

は
2
0
1
6
年
4
月
か
ら

、Y

一
呈
案
例
」
が
施
行
さ
れ

＼

資
材
入
な
く

、

1

利
用
促

進
を
晃
て

r

し
か
し
、
今
回
可
決
さ
れ

こ
、

護
岸
工
事
進
行

三
致
、
可
決
し
た

例
で
は
障
が
い
の
あ
る

で
は
2
番
人

き
晶

K
3
護
岸
に
砕
石
並
べ
る

音
憩
疎

臼

ら
施
行

る
。
、

こ
＼

指
。

、
、

【
辺
野
古
問
題
取
材
班
】
米

晶
の
手
話
を
促
進
す
る
条
例
で
手
話
を
言
語
で
あ
る
と
需
し
、し
、
手

軍
普
天
間
垂
号
の
轟
市
辺

は
初
め
て
那
磯
で
手
話
を
使
っ
話
な
ど
音
声
以
外
の
コ
ミ
ユ
一
一
ケ
ー

野
古
移
設
に
伴
う
禦
地
建
設

、

で
、
沖
縄
防
衛
局
は
勿
貝
大

南
農
障
が
い
者
の
沖
縄
戦
言
及

鴻
海
上
で
護
岸
工
事
を
進
め

た
。
米
軍
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ユ
ワ

た
ろ
う
者
が
ス
パ
イ
と
疑
わ
れ
障
シ
ョ
ン
霞
の
普
及
や
支
援
を
進
め
ブ
へ
の
資
材
の
搬
入
は
確
認
さ

が
い
の
あ
る
人
達
の
人
権
が
奪
わ
れ
る
よ
う
定
め
た
。
れ
て
い
な
い
0
「
K
3
護
崖

て
き
た
」
と
、
ろ
う
者
の
沖
縄
戦
体
条
例
案
の
可
決
を
綴
席
か
ら
見
で
は
蚕
ク
レ
ー
ン
で
砕
石
を

験
に
つ
ぃ
て
言
及
し
た
。
条
j
呈
疋
守
っ
た
野
曇
長
は
畢
話
は
ま
だ
並
べ
る
輩
が
行
わ
れ
「
K
4

に
関
わ
っ
た
県
聴
島
害
者
協
会
の
福
祉
の
枠
内
で
使
わ
れ
て
い
る
。
社
謹
圧
で
は
皮
覆
ブ
ロ
ツ
ク
を

野
原
龍
信
会
長
が
町
内
の
ろ
う
者
か
会
の
中
で
手
話
を
使
っ
て
ほ
し
い
」
積
み
上
げ
る
作
業
が
続
い
た
0

、
d
:
.
ー
:
:
一
:
ー
:
ー
:
:
:
ー
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
上
:
:
:
:
:
:
.
一
と
訴
え
た
。
可
決
の
瞬
間
綴
席

黎
地
建
設
に
反
対
す
る
人
た

^
を
の
ゆ
糞
呈
ユ
一
一
ー
シ
ョ
斈
段
の
利
用
促
進
一
の
聴
島
が
、
者
話
よ

ち
は
抗
議
船
や
カ
ヌ
ー
に
乗
り

会
長
箭
列
右
か
ら
4
人
旦
や
城
間
俊
安
南
風
原
町
曼
同
一
ど
関
係
者
ら
は
拍
手
を
表
す
手
話
で

「
私
利
私
欲
の
安
倍
政
権
に
従

5
人
旦
ら
・
召
黒
撫

喜
び
を
表
現
し
た
。

う
な
」
な
ど
と
抗
議
し
た
。

遺
族
へ
の
心
遣
い
こ
の
貝
器
事
は
那
覇
人
一
人
に
声
を
掛
は
身
を
寄
西
原
の
就
学
援
助
た
。
本
趣
は
低
所
璽
市
を

、
、
、
,
、
い
市
の
ホ
テ
ル
武
凰
下
靴
勢
せ
て
話
樹
聞
、
^
W
,
主
し
、
,
西
原
の
就
学
援
助
ナ
。
体
趣
は
低
所
璽
零

知
事
大
変
感
激
状
況
を
説
卿
0
沖
縄
踊
里
的
邇
挺
連
就
 
1
と
に
現
行
を
維
持
継
続
含
ル
串
学
生
計
1
0
■
人

両
陛
下
へ
同
行
後
会
見
覆
や
癖
文
化
、
世
界
に
向
し
く
温
か
い
む
亘
巣
を
掛
け
て
対
象
縮
小
案
見
直
し
給
0
援
卿
象
基
準
を
籍
.

来
県
し
た
天
呈
皇
后
認
け
た
平
和
の
発
信
、
在
沖
米
軍
い
た
」
と
話
し
た
。
【
西
原
】
西
原
町
の
上
占
明
佳
続
す
る
と
と
に
半
、
、
,
見
援

下
の
県
内
訪
問
に
同
行
し
た
翁
蓋
の
現
状
経
稿
勢
な
ど
那
覇
市
長
時
代
に
塵
下
が
町
長
は
習
ま
で
に
、
2
0
1
 
昇
豊
市
の
館
も
籍
さ

長
雄
妬
事
は
舒
貝
那
覇
市
に
つ
ぃ
て
話
し
た
。
知
事
に
ょ
来
県
し
た
畷
轟
で
あ
る
オ
 
8
趣
か
ら
熟
子
援
助
の
対
象
れ
る
見
通
し
0

内
の
ホ
テ
ル
で
記
者
会
見
し
、
る
气
腰
下
か
ら
は
縄
の
オ
ゴ
マ
ダ
ラ
の
さ
な
ぎ
を
見
せ
堪
市
を
狭
め
る
と
し
た
当
刀
の
西
原
町
壷
=
は
6
貝
 
8
年

「
体
力
的
に
も
大
変
だ
と
思
う
経
済
情
勢
や
農
業
の
状
況
に
つ
た
が
、
成
虫
を
見
る
こ
と
が
で
方
針
を
見
直
し
、
7
倭
と
同
度
一
般
会
汁
予
算
を
衾
三
致

が
、
そ
う
い
う
中
で
も
足
を
運
い
て
質
問
が
あ
っ
た
と
い
う
。
き
な
か
っ
た
こ
と
を
両
陛
下
が
様
に
生
活
困
窮
が
認
め
ら
れ
る
で
可
逃
撃
援
嬰
に
つ
、

ん
で
い
た
だ
い
た
。
国
立
沖
縄
国
立
戦
没
者
墓
苑
の
訪
問
に
残
念
そ
う
に
し
て
ハ
泛
こ
ど
を
氏
折
尋
せ
著
を
、
妻
こ
犹
学
爰
て
よ
D
3
司
義
美
で
7
羣
亘

す

ナ

ι
ナ

分
科
会
で
明
を
受
け
る
子
ど
も
己
者
ら
"
召
、

東
羅

~
(
羽
)
・
宜
野
座
村
・
は
即

夘
で
、
献
花
を
終
え
た
皇
后

戸
を
掛
け
ら
れ
た
。
夫
と
子

は
い
ろ
ん
な
気
持
ち
が
あ
っ

い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
。

義
理
の
娘
厚
子
さ
ん
⑳

(
1
面
に
関
連
)

案
県
を
重
ね
る
天
皇
、
皇
后

ち
を
寄
せ
る
。

日
は
紛
度
の
夏
日
と
な
っ

ι

く
J

オ

こ
り
た
い
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
分
郡
ず
し
た
ち
が
で
き
る
こ
と
」
「
こ
ち

゛

坂
瓢
。
磯
秦
の
洗
田
翁
艇
さ
ん
ら
、
ふ
る
さ
と
ツ
ピ
ー
ル
建
な
ど

か
ら
寄
磯
秦
に
な
っ
た
き
っ
か
け
や
を
ブ
ー
マ
に
意
見
が
を
わ
さ
れ
た
0

「

【
南
風
原
】
南
風
原
町
議
会
倉
ら
聞
き
取
っ
た
撃
体
験
が
基
に
な

こ

.
υ

でr石) OL「ιD
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つ口口けこ月リ
たをを、座に
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